
　　自分の思いや考えを持ち、意欲的に表現できる子を育てる授業づくり

一小学校３年生「スピーチ活動」「サーカスのライオン」の実践を通してー

教育実践研究科教職実践専攻教職実践基礎領域

１　はじめに

　私は、知立市立猿渡小学校で約１年間半、学校サポ

ーター活動や教師力向上実習を通して学級づくりや授

業づくりについて多くのことを学ばせていく機会を得

た。特に、子どもの実態に即した指導をすることや、

１年間の見通しを持って指導をすることの大切さを知

ることができ、教師としての幅を広げることができた。

　私は、学級づくりにおいて、相手の立場に立って考

えられる力や良さを認め合えるより良い人間関係を作

ることができるように子ども達を育てていくことが大

切だと考える。

　また、授業づくりにおいては「話す」「聞く」「書く」

　「読む」といったすべての教科の基本となる「言葉の

力」を育てていくことが必要だと考える。そして、自

分の思いや考え持って、自分から「話したい」「聞きた

い」「書きたい」「読みたい」と思い、友だちとかかわ

り合ったり、学び合ったりできる子どもを育てていき

たい。

２　新学習指導要領で求められている力と子どもた

　ちの実態から

　（１）生きる力を育てるために

　生きる力は、変化の激しい社会の中で、子ども達に

必要な力として平成８年７月の中央教育審議会答申で

提言された。生きる力とは、「基礎・基本を確実に身に

付け、いかに社会が変化しようと自ら課題を見つけ、

自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、より

よく問題解決する資質や能力、自らを律しつつ、他人

とともに協調し、他人を思いやる心や感動する心など

の豊かな人間性、たくましく生きるための健康や体力」

　（注１）である。平成２０年に改訂された新学習指導

要領でも、「生きる力」が知識基盤社会の時代において

ますます重要となっていることから、この力を継承し

ていくことが重視されている。

　サポーター校での子ども達の様子として、自分の思

いや考えを伝えるのが苦手なために友だちとトラブル

になってしまったことがあった。また、人の話を最後

まできちんと聞くことができなかったり、自分の考え

を持つことができないという子もいた。このような子

ども達の様子から、自分の思いや考えを持ちお互いを

認め合えるようにかかわり合ったり、学び合ったりで

きる子ども達を育てていきたいと考えた。
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（２）思考力・判断力。表現力を育てるために

　平成２０年に告示された新学習指導要領では、生き

る力を支える「知」として「確かな学力」を育成する

ことが重要だとされている。確かな学力を身に付ける

ために必要な力が「基礎・基本的な知識。技能」、さら

にこれらの力を活用して問題を解決するために必要な

　「思考力・判断力・表現力」である。また、「思考力・

判断力。表現力」を育てるために、言語活動を充実さ

せることが重視されている。

　平成２０年に改訂された新学習指導要領総則にお

いて、「知識・技能を習得するのも、これらを活用し課

題を解決するために思考し・判断し・表現するのも、

すべて言語によって行われるものバ注２）と述べられ

ている。そして、「言語は、論理的思考だけではなく、

コミュニケーションや慣性・情緒の基盤でもあり、豊

かな心をはぐくむ上でも、言語に関する能力を高めて

いくことが求められている。」（注３）と述べられてい

る。これらのことより、学習活動の基盤となるのは、

言語力であり思考力・判断力。表現力を育てるために

は、言語力を育成していくことが求められていること

がわかる。

（３）自分の思いや考えを持ち、意欲的に表現できる

　　　子を育てるために

　実習の中で、国語の文学教材の単元などにおいて、

主人公の気持ちを想像して自分の考えを書くという活

動の際に自分の思いや考えをなかなか書けない子がい

た。自分の思いや考えを持てない子ども達に思いや考

えを持たせ、どのように言えればいいのかを指導して

いく必要があると感じた。「話す」「聞く」「書く」「読

む」といった言語力を育てるとともに自分の思いや考

えを持たせ、習得。活用の段階を明確にして指導や評

価を組み立てていくことが大切であると考えた。

　また、自分の思いや考えを安心して表現できるため

には、互いの良さを認め合えるような学級を作ってい

くことが大切だと考える。子ども達が、自分の思いや

考えに自信が持て、安心して思いや考えを表現（話す。

聞く・書く・読む）できるようにしたい。

　以上のようなことから私は、「自分の思いや考えを

持ち、意欲的に表現できる子を育てる授業作り」とい

うテーマを設定し、小学校３年生において「スピーチ

活動」と「サーカスのライオン」で、実践を行った。



３　教師力向上実習Ｉ(学級作り)の実践

－スピーチ活動(学級活動・国語)の授業を通して－

　３－１　実践の構想

　(１)子どもの実態

　子ども達は、４月に学級が変わり、少しずつ新しいク

ラスにも慣れてきた。中学年になり交遊関係も広がりつ

つあるが仲の良い子と共に過ごしたりすることが多く、

他の子と接することの少ない子もいる。

　また、自分の気持ちを言葉で表現するとなると戸惑っ

てしまう子、自分の気持ちを言葉で伝えられないために

友だちとトラブルをおこしてしまう子、人の話を最後ま

で聞けない子などがいた。そこで、子ども達に、｢話す

こと｣｢聞くこと｣に対してどのように思っているのか

のアンケート(３５人)をとったところ以下のようにな

った。

　アンケートの結果から、「話す・聞くこと」に、あ

まり抵抗のない子どもが多いことがわかる。「話すこ

と」が好きな理由としては、「自分の言いたいことを話

せる」「みんなの知らないことを教えることができるか

ら」という意見があった。話すことに抵抗のある理由

として、「恥ずかしい」「緊張してしまう」「どのように

話していいかわからない」という意見があった。

　また、「話すこと」に関して以下のようなアンケー

トをとった。

　｢どのようなことに困ったか｣という質問に対して

は、｢何をどのような順番で話せばいいのかわからな
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い｣｢言いたいことが伝わらない｣という意見があった。

｢伝えたいことがうまく伝わらない理由｣に対しては、

｢たくさん話せない｣｢話す順番がわからない｣という意

見があった。このような結果から、話す内容や話し方

にとまどっている子がいることがわかった。

　また、｢聞くこと｣に関しては、｢聞くこと｣が好き

な子は多い。しかし、子どもの様子を見ていると、話

を最後まで聞けない子や、下を向いていたり、友だち

とおしゃべりしたりして聞いていない子が見られた。

　以上の子ども達の様子より、スピーチ活動を取り上

げ互いについて知る機会を設け、交遊関係を深めてい

きたいと考えた。また、自分の話を聞いてくれるとい

う安心感や相手が何を思っているのか相手の立場に立

って考えようとする気持ちを高めて、互いを認め合う

態度を育てていきたいと思いスピーチ活動を行うこと

にした。

　(２)スピーチ活動を通して子ども達に育てたいカ

　スピーチ活動の実践のねらいは以下の２つである。

①人の話をきちんと最後まで聞くといった聞き

　　方、自分の思いや考えを言葉でわかりやすく伝

　　える話し方など話す。聞くことの基礎・基本を

　　身につけることができる。

②　自分の思いや考えを伝えることで、お互いを知

　　る機会を作り、友だちから認められ、受け入れ

　　られることの喜びを感じることができる。

そのために、以下の３つの力を子ども達に育てたい

と考えた。

こと・聞くことの基礎・基本を身に付けるこ

　　と(不安や苦手意識をなくす)

(イ)自分の考えを相手にわかりやすく伝えること

(ウ)友だちから認められ、受け入れられる喜びを感じ

　　ながら話したり、聞いたりすること

　スピーチ活動を通して、これらの力を育てること

で「話す」「聞く」ことへの不安感や苦手意識をなくし、

互いを認め合いながら「話したい」「聞きたい」と

いう意欲を持ち、自信を持って学級の中で表現する

ことのできる子どもに育てられるのではないかと考

えた。

　３－２　指導計画

　【表1】は「スピーチ活動を通して子ども達に育てた

い力」を踏まえた指導計画である。なお、本実践は、

学級活動の時間だけではなく、国語の時間も使い、「話

すこと・聞くこと」の単元と関連づけて行うことにし

た。



【表１ 「スピーチ活動の指導計画」（５時間完了）】

３－３　指導の流れ

　　「スピーチ活動を通して子ども達に育てたい力」を

身につけさせるために以下のような手順（１）～（３）

で指導を行った。

　（１）話すこと・聞くことの基礎・基本を身に付け

　　　　る。　　　　　　　　　［育てたい力（ア）］

　。教師によるモデルスピーチ

　教師の「大切な人」のスピーチをビデオに撮り、子

ども達に見せた。モデルスピーチでは、声の大きさ・

話す速さ・間の取り方など、子どもの見本となるよう

にスピーチをした。ビデオを見せた後で、モデルスピ

ーチについての感想を聞いたところ、「モデルスピーチ

で良かったところ」や「内容についてどう思ったか」

などの意見が出た。

　そして、再度ビデオを見せて自分達が気付いたこと

－23－

とモデルスピーチとあっているか、再度確認できるよ

うにした。ビデオを２回見せることで、１回のモデル

スピーチよりもスピーチについての理解が深まると考

えた。

　・話し方・聞き方のルール設定

　友だちが自分の話をしっかりと聞いてくれるという

安心感や、自分の思いを「友だちに伝えたい、もっと

話したい」という思い、「友だちの話を聞きたい」とい

う意欲をもたせるためには、話し方・聞き方の姿勢を

身に付けさせることは必要である。

　スピーチ活動を行っていく上で楽しく話したり、聞

いたりすることができるように、「話し方・聞き方のこ

つ」として子どもにどんなことを大切にしたいかの意

見を出させた。自分が聞き手や話し手の立場に立った

ときに「どのように話してほしいか、聞いてほしいか」

といった視点に立たせて、考えさせた。さらに、教師

のモデルスピーチでの話し方も参考にさせた。

　【資料１　「話し方・聞き方のこつ」の学習シート】

　「話し方。聞き方のこつ」を知ろうということで、【資

料１】を使って、共通に理解できるようにした。また、

スピーチ練習やスピーチ発表会の前に、話し方・聞き

方のこつを順番に確認して全員が認識できるようにし

た。

(２)自分の考えを相手にわかりやすく伝える。

　　　　　　　　　　　　　[育てたい力(イ)]

　・スピーチメモの作成

　「大切な人」について、どのような順番で話したら

わかりやすいのかを理解させるために、「はじめ」「な

か」「まとめ」の順番でメモを書く活動を取り入れた。

また、「はじめ」「なか」「まとめ」でどのような内容を

書けばいいのかそれぞれ書く内容を示した。

はじめ：大切な人は誰か。

なか　：大切な人との心に残る出来事。

　　　　大切な理由。

まとめ：その人についての自分の思いや考え。



　スピーチメモを作ることによって、スピーチ時に自信

を持って自分の伝えたいことを伝えられるようになる

と考えた。

(３)友だちから認められ、受け入れられる喜びを感

　　じながら話したり、聞いたりする。

　　　　　　　　　　　　　　[育てたい力(ウ)]

　・スピーチ練習をグループ活動で

　　自信を持ってスピーチ発表会でスピーチできるよう

に練習の時間を設定した。まずは、１人で練習させた。

話し方は、自分達で決めた「話し方のこつ」に沿ってい

るかに視点をおくようにして練習させた。

　次に、グループで互いのスピーチを聞き合い助言する

機会を設けた。助言の内容としては「話し方のこつ」に

沿っているか、話の内容は「はじめ・なか・まとめ」の

順番で話せているかなどである。

　全体の前で発表することに自信が持てない子には、グ

ループでしっかり話せたという自信を持たせ、スピーチ

発表会に臨ませたいと考えグループ活動を取り入れた。

　・応援カードの活用

　　グループでスピーチ練習をした友だちから、スピー

チをする子に対して応援のメッセージやスピーチする

時に「もっとこうした方がいい」というアドバイスを

書く応援カード【資料２】を活用した。応援カードを

書いてもらうことによって、グループの子が応援して

くれているから頑張ろうという思いを持ってスピーチ

発表会に臨めるようにした。

【資料２　応援カード】

・スピーチ発表会での自己評価

　スピーチ発表会では、自分の話し方や聞き方に対して

スピーチ振り返り学習シート【資料３】を使って自己評

価させた。
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【資料３　スピーチ振り返り学習シート】

　また、スピーチ発表会を通して、自分が思ったことや

考えたことを書く欄を作った。また、何を書けばいいか

の観点「友だちのスピーチを聞いておもしろいと思った

こと」「スピーチで自分ががんばったこと」などを示して、

書かせるようにした。自己評価するだけではなく、自分

の思いや考えを書かせることによって、より学びが深ま

るのではないかと考えた。

　３－４　実践の成果と課題

　（１）実践の成果

①　話し方・聞き方の基礎・基本を身に付けること

　　ができた。　　　　　　　　　[育てたい(ア)]

　教師のモデルスピーチの話し方からいいところを見つ

けることができ、どんな話し方をすればいいのかを子ど

もが自分達で気付くことができた。また、聞き方につい

ても、どのように自分が聞いてくれたら嬉しいかを考え

ることで、聞き方についても自分達で考えることができ

た。

　スピーチ発表会では、「話し方のこつ」「聞き方のこつ」

を意識しながら、話せていたり聞けていたりした。また、

話し手の方がスピーチの途中でつまってしまった子には。

　「頑張れ」「大丈夫だよ」と声をかけながら、話を最後ま

で聞こうする姿がみられた。

②　自分の話をわかりやすく相手に伝える方法は

　　学ぶことができた。　　　　［育てたい力（イ）］

　自分の話をする時には、思いついたことを話すのでは

なくて、「はじめ・なか．まとめ」の順番にして話してい

けばいいということがわかった．また、話す内容を「は

じめ．なか．まとめ」の順番でスピーチメモ学習シート

　【資料４】を使って書くことで、何を話したかったかを

忘れずに、自分の伝えたいことをわかりやすく伝えるこ

とができた．



【資料４　スピーチメモ学習シート】

③友だちから認められ、受け入れられることの喜

　　びを感じさせることができた。

　　　　　　　　　　　　　　　［育てたい力（ウ）］

　グループ内でのスピーチ練習では、「スピーチメモ

はあまり見ずに聞き手をみるともっととよくなるよ」

や「大きな声で話せていてわかりやすかったよ」など

と互いのスピーチについて良いところを認め合う子ど

もの姿を見ることができた。

　また、応援カードでも「○○さんの話し方は声が大

きくてとても聞きやすかったよ」「○○さん、もう少し

～するともっとスピーチが上手になるよ」「スピーチ発

表会、がんばろうね」など、励ましの言葉や相手を認

める言葉があった。スピーチ発表会に向けて、グルー

プ全員で一緒に頑張ろうという思いを持てたのではな

いかと考える。スピーチを聞いての感想では、「大きな

声で話せていたよ」「○○さんは、○○さんが本当に大

切なんだね」などと書いている子が多くいた。「話し方

のこつ」ができているかの視点で書いている子や話の

内容から思ったことなどを書いている子もいた。
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以上のような子どもの姿や感想から友だちのことを思

いやる気持ちや友だちのことを知ろうとする気持ちが

芽生えたのではないかと思う。

　さらに、スピーチ活動振り返りカードの感想の中には、

｢自分がこんなところを頑張ってスピーチをした｣｢○○

さんの大切な人がわかってよかった｣などがあり、相手

にわかりやすく話そうとすることや相手のことを知る

ことの喜びに気づくことができた。

　(２)実践の課題

①全員が理解できるスピーチメモを書かせるこ

　　とができなかった。　　　［育てたい力（イ）］

　上記の成果のところでも書いたが、スピーチメモを

聞き手にわかりやすく伝えるためには、「はじめ」「な

か」「まとめ」の順番で書くことは、子ども達が理解す

ることができた。　しかし、スピーチメモの書き方で、

自分の話したいことを短い文でまとめて書くことが難

しいと感じている子どもが多かった。話し言葉で書い

てしまう子どももいた。メモを書くことについては。

　「メモの書き方」を学ばせる時間をとる必要があった

のではないかと考える。

②　交流の時間を十分に取ることができなかった。

　　　　　　　　　　　　　　[育てたい力(ウ)]

　本実践では、スピーチをスピーチ発表会という形で

２時間で３５人のスピーチを行ったので、スピーチを

聞いての感想を書くことはできたが、思ったことを交

流する時間を取ることができなかった。スピーチをし

て、すぐに交流すると、話し手も聞き手もどんなとこ

ろがよかったかなどを実感することができるのではな

いかと思う。

４　教師力向上実習II(授業作り)の実践

　－｢サーカスのライオン｣(国語)の授業を通して－

４－１実践の構想

　(１)子どもの実態

　子ども達は、実習１で話し方・聞き方の基礎。基本

は身に付けることができ、発言する時など、互いの良

さを認め合える発言をすることができた。また、実習

Ｉでは、スピーチのテーマが身近な自分の経験であっ

たため、それを振り返ることで、自分の思いや考えを

持つことができた。

　一方で、国語などの文学教材で主人公の気持ちを考

えるという場面で、自分の思いや考えを持てない子が

いた。それは、文章中のどのような言葉に着目すれば、

登場人物の気持ちや場面の様子を読み取ることができ

るかがわからないからであると考える。

　また、自分の考えや思いを持っている子の中には、

自分の考えや思いを言葉で話すことに苦手意識を感じ

ている子もいる。以上のような子ども達の実態から自



分の思いや考えを持ち、自信を持って、発言できる子

どもに育てたいと考えた。

（２）「サーカスのライオン」の指導を通して子どもた

　　ちに育てたい力

　本実践「サーカスのライオン」の読み取りの活動を

通してのねらいは以下の２つである。

自分の思いや考えを持つことができる。

自分の思いや考えを人に伝えようとする

ことができる。

　自分の思いや考えを持たせるためには、論理的に読

むことが必要だと考える。「論理的に読む」ことは、文

章に書いてあることを根拠にすることである。文章中

の言葉を正確に抜き出して、それを基に、自分の考え

を持たせたい。自分の思いや考えを持ち、自信を持っ

て表現できるようにするためには、以下の４つの力が

必要だと考える。

育てたい力］

（ア）主人公の気持ちや様子が書いてある所がわ

　　かる。

（イ）書いてあることをもとに、自分の考えを書

　　く。

（ウ）自分の思いや考えに自信を持って伝えよう

　　とする。

（エ）自分の思いや考えと、友だちの思いや考え

　　との違いを感じる。

４－２　指導計画

　【表２】は｢『サーカスのライオン』の実践を通して、

子ども達に育てたい力｣を踏まえた指導計画である。

【表２　サーカスのライオンの指導計画

　　　　　(１１時間完了)】
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４－３　指導の流れ

　　｢『サーカスのライオン』の指導を通して子ども達

に育てたい力｣を身につけさせるために以下のような

手順(１)～(５)で指導を行った。

（１）主人公の気持ちや様子が書いてあるところが

　　　わかる。　　　　　　　［育てたい力（ア）］

　本実践では、登場人物の言葉や行動、挿絵をもとに

人物の気持ちを想像して読むことや場面によってどの

ように人物の気持ちが変化していくのかを軸にして読

み取りをさせていった。そして、各場面で主人公の気

持ちや様子がわかる言葉に線を引かせる活動を行った。

初めて線を引かせる活動を行った時には、子ども達に

線を引かせる前に、どのような所に線を引いたらいい

かを子ども達が十分に理解できるようにした。どのよ

うな様子や言葉に着目すれば気持ちを考えることがで

きるのか、全員が共通理解できるようにした。

(２)自分の思いや考えを書く。

　　　　　　　　　　　　　　　[育てたい力(イ)]

　本文の言葉を基に、主人公の気持ちについて自分の

思いや考えを書く所には、吹き出しを用いて書かせる

ようにした【資料６】。文章中の気持ちがわかる言葉に

線を引くことはできても、自分の考えを書くことが難

しい子も中にはいるだろうと考えた。自分の考えを書

くことに抵抗がある子でも、主人公の気持ちをセリフ

にすることで、主人公になりきって気持ちを考えるこ

とができるのではないかと考えた。主人公の気持ちを

セリフにすることで、自分の思いや考えを持てるよう

にした。

　また、その時の主人公の気持ちを表情に表わすよう

にした。そして、場面ごとの表情図をかくことによっ

て、主人公の気持ちの変化についても理解できるよう



にした。また、子ども達が「やりたいな、楽しい」と

思ってもらえるような学習シートになるように工夫し

た。

　　　【資料６　吹き出しを用いた学習シート】

(３)自分の思いや考えに自信を持って伝える。

　　　　　　　　　　　　　　　[育てたい力(ウ)]

　自分の考えに自信を持って発表できるように話型

を指導していく必要があると考えた。

　自分の考えを伝える時には、以下の４つのことを意

識して発表するようにさせた。

聞き手を見る。

大きな声で話す。

「ぼくは／わたしは～のように考えます。

どうですか。」と発表する。
友だちの考えをうけて自分の考えを発表け

る前には「～さんにつけたしで」「～さｌ

んの考えと似ていて」「～さんの考えと違ｌ

つていて」と付け加える。

　さらに、友だちの考えを聞く時の聞き方の態度も大

切だと考えたので以下の３つの聞き方を意識できるよ

うに指導していった。

話し手を見る。

話を最後まで聞く。

友だちの考えを聞いて感想を持つ。

(おもしろいと思ったこと・自分の考えと

似ている、違うと思ったこと)

　また、話し方。聞き方の項目を短冊に書いて、授業

の時に掲示して子ども達の目に見えるようにした。

(４)一番強く心の残ったことについての考えを

　　　　書く。　　　　　　　[育てたい力(イ)(ウ)]

　これまで、場面ごとに人物の行動や気持ちを読み取

り自分の考えを書かせてきた。文章を読み、感想文を
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書くことで自分の考えを形成し表現する力を身に付け

けさせたいと考えた。一番心に残った場面を選んで、

自分の考えを書かせた。感想文の書き方として「はじ

め・なか・まとめ」の順番で書かせていった。それぞ

れの内容は以下のように書かせた。

なか　：「どうしてその場面を選んだのか（理

　　　　由）」

まとめ：「場面を読んでの自分の思いや考え」

　また、感想文を書く学習シートでは、好きな場面の

絵を書く欄を設けた。感想を書くことが苦手な子でも

最初に自分の好きな場面の絵を書くことで、絵からイ

メージしたことを書くことができるだろうと考えた。

　（５）自分の書いた感想を友だちと読み合い、感じ方

　　　の違いに気付く。　　　［育てたい力（エ）］

　自分の書いた感想文を友だちと読みあうことで、一

人ひとりの感じ方に違いがあることを知り、様々な読

み方があることを理解させたい。小グループ内で順番

に友だちの感想を読ませた。友だちの感想を読んで自

分と「似ているところ」や「違うところ」に注目して

読むようにさせた。読んだ後に、その子の感想文を読

んで、「似ているところ（自分の感想と）」「違うところ

（自分の感想と）」「いいと思ったこと」「おもしろいと

思ったこと」などの観点を示して、自分の思いや考え｀

を書かせた。

４－４　実践の成果と課題

　（１）成果

①　本文に書かれていることを根拠にして自分のｉ

　　考えを書くことができた。

　　　　　　　　　　　　　【育てたい力(ア)(イ)]

　毎授業、主人公の気持ちや様子がわかるところに線

を引く活動をした。どのような言葉に着目すればいい

か、全員が線を引くことで、気持ちがわかる言葉はど

こなのかということが共通に理解できたと感じる。

　また、本文に書いてあることを根拠にして自分の考

えを書くことができた。さらに、ただ自分の考えを書

くのではなく、吹き出しにして気持ちを書く形にした

ので、子ども達も主人公の気持ちを想像して書くこと

ができた。また、自分の考えをなかなか書けない子に

は、主人公の表情を書いて考えることで主人公の気持

ちの変化を捉えやすかったのではないかと考える。

②自分の考えを積極的にみんなに伝えようとして

　　いた。　　　　　　　　　【育てたい力（イ）］

　以前には、なかなか手があげられなかった子、自分

の考えを発言する時に、「わたしは／僕は～のように思

います。どうですか。」と言える子が増え、自分の考え



をみんなに伝えようとする意欲が感じられた。

③自分の思いや考えを持ち感想を書くことができ

　　　た。　　　　　　　　　［育てたい力（イ）（ウ）］

　　【資料７】を用いて感想を書かせた。「はじめ」「な

か」「まとめ」の順番と、どういった内容を書けばいい

のかの型を教えたので、子ども達は感想を以前よりも

書くことができていた。

　　　　　　【資料７　感想学習シート】

(２)課題

　①　友だちの意見と自分の意見をつなぐ話型を身

　　　につけさせることが不十分であった。

　　　　　　　　　　　　　　　[育てたい力(イ)]

　「～さんにつけたしで」「～さんの意見と似ていて」「～

さんの意見と違っていて」といった、相手の考えからつ

なげて自分の考えを伝えることをなかなか意識付ける

ことができなかった。意識できるようにするためには、

教師がもっと意図的に子ども達に働きかけることが必

要だと感じた。

　例えば、誰かが意見を述べてくれた時に、教師が「い

まの○○さんの意見につけたしのある人はいないかな」

と応答したり、似ている意見が出てきたときには、「○

○さんの意見と△△さんの意見、似ていると思わな

い？」と全員に問いかける必要がある。どのような時に

　「つけたし」「似ている」「違う」といった言葉を付け加

えて自分の考えを伝えるかを理解させることが必要だ

と考える。
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②　自分の考えと友だちの考えとの違いや同じとこ

　　ろを感じられるように指導をすることが不十分

　　であった。　　　　　　　　　［育てたい力（エ）］

　　【資料８】の学習シートを用いて、自分の感想と「似

ているところ」「違うところ」「うまく書けているとこ

ろ」

などの観点を示して、友だちの感想に対しての自分の

思いや考えを書かせた。

　感想には「気持ちがとても伝わるよ」「自分の感想

と違っていた」と書いている子が多かった。　しかし、

友だちと自分の感想の「違うところ」「同じところ」「う

まく書けているところ」を見つけ、書くことはできな

かった。「どこが違うのか。同じなのか」の理由を入れ

て、自分の考えと友だちの考えを比べられるようにし

たい。

　また、グループの中で読みあうといった活動だけだ

ったので、学級全体で友だちの感想について自分の思

いや考えを交流する時間を取るべきだったと考える。

③授業の自己評価。振り返りが不十分であった。

　毎授業、学習シートに、今日の１時間の授業の学習課

題に対する自己評価を書く欄は作ってあったが、今日の

授業を振り返って考えたことや思ったことを書く欄は

毎回作っていなかった。また、時間が足りず子ども達が

自己評価できないままで終ってしまっていた。

　毎回の授業の終わりに学習課題に対して自己評価す

ることや、今日の授業を振り返り、わかったことや考え

たことを書くことは、学びを深く定着させることにつな

がると考える。また、「授業で、自分がどんなことを学

んだのか」と自分で評価をさせることで、今後の学習意

欲を高められると考える。１時間の授業の中で自己評価



や振り返りができるように授業をしていきたい。

５　おわりに

　（１）活用段階での指導の充実

　「はじめに」でも述べたが、私は、学級づくりにおいて

は、相手の立場にたって考え、互いを認め合えるような

人間関係づくりをしたいと考えた。授業づくりにおいて

は、「話す」「聞く」「書く」「読む」といった言葉の力を

育てていきたいと考えた。実習Ｉでは、「スピーチ活動」

を通して、相手の立場に立って考え、互いを認め合うこ

とができた。実習Ⅱでは、国語の学習において、文章の

言葉を根拠にして自分の思いや考えを持つことができ。

　「習得」段階で設定した力を身につけることができた。

しかし、実習Ｉ、Ⅱを通して「スピーチ活動」の際にも。

　「サーカスのライオン」の読み取りの際にも、「活用」

段階で設定した「友だちと考えを交流する」「自分の考

えと友だちの考えを比べる」ことが十分にできなかった。

友だちと交流して、考えを比べあったりすることで、「ど

のような力が身につくのか」という指導目標や「何かど

こまでできればいいのか」という評価基準・規準を明確

にすることが不十分であった。

　基礎・基本の力を使って学習活動を行っていく「活用」

の力が「どのような力」であるのかを明確にし、単元構

想を作っていく必要があると考える。

　（２）子どもの実態を踏まえた教材作成の充実

　実習１．Ⅱでは、それぞれ学習シートを作成した。実

習Ⅱでの「主人公の気持ちを考える」授業をした際に、

子ども達が、書く内容を思いつかない学習シートを作っ

てしまい、子ども達が学習に意欲を持てないでいた。ど

のような学習シートならば、子ども達ができそうかなど

を考えて子どもの実態をふまえた学習シートを作成す

ることの大切さを感じた。

　また、学習シートを作る際に大切なことは、以下の２

点だと考える。

l①　子どもに

こと

「書きたい．楽しそう」だと思わせる｜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②　「何を学べばいいのかわかること」と
：　　学んだのか」がわかること

｢何を
　　
　　

　学習シート作成に限らず、子どもの実態にあった教

材作成を行っていきたい。

６　教職大学院で学んだこと

　学校サポーターで学ばせていただいたことや大学院

で学ばせていただいたことを以下、述べていく。

６－１　学級づくりの観点から

　（１）安心できる学級をめざして

　学級づくりは、教師と子どもが共に作っていくもの

であると感じる。私は、子どもと教師が共に楽しく学
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びあうための学級を作っていきたい。子ども達にとっ

て１年間過ごす教室が自分の居場所だと思えるように

教室環境を作っていくことの大切さを感じた。子ども

達にとって、安心できる教室、楽しい教室にしていけ

るようにしたい。

　（２）学級の中の特別な支援を要する子とのかかわ

　　　り

　学校サポーターでは、特別な支援を要する子とかか

わる機会があった。生活面では、友だちとトラブルを

起こしてしまった時などは叱るのではなく、まずはそ

の子の思いに共感し、何故そのようなことをしてしま

ったのか、理由を優しく聞くことが大切だと学んだ。

そして、「どうすればこのようなことが起こらずにすむ

のか」を自分で考えられるように支援することが大切

だと学んだ。

　学習面では、その子が得意なこと。好きなことを伸

ばしていってあげられるような支援・指導をしていく

ことが大切であることを学んだ。その子に寄り添った

支援をしていきたいと考える。

　６－２　授業づくりの観点から

　（１）指導と評価の一体化を目指して

　授業において、「何かどこまでできればいいのか」

を見通しを持って評価基準を決めて、授業をすること

が大切であることを学んだ。到達点を決めて、そこに

到達するまでにどのように授業を進めていくかを考え

ることが大切だと感じる。また、１時間の到達目標を

最初に考えるのではなくて、単元全体を通しての到達

目標を考えてから、各１時間の授業で「何かどうでき

ればいいのか」を考えることの大切さを実習のなかで

教えていただいた。子ども達も、「何をどう学べばいい

のか」がわかり、次の学習意欲に持つながっていくと

考える。指導と評価を一体化して、授業づくりをして

いきたい。

（２）学習につまずいている子とのかかわり

　実習の中で、学習につまずいている子が何人かいた。

つまずいている子も、学習意欲を持てるようにする指

導が大切だと感じている。日頃のノートチェックや机

間巡視など、つまずきのある子がどこにつまずいてい

るのかを把握することが大切だと感じた。また、その

子達が理解できるように、具体物を使って説明をする

ことも必要だと考える。そして、その子ができている

ところまでを必ずほめて、学習意欲を持たせられるよ

うにしていきたい。

６－３　学校組織の一員としての観点から

　（１）保護者から信頼される教師を目指して

　学級や授業で子ども達と関わっていく中で、保護者

の方との連携はとても大切だと感じた。また、保護者

の方も「子どもをよりよく育てていきたい」という思

いがあることを感じた。保護者の方と連携を深めてい



くためには、信頼してもらうことが大切である。

　例えば信頼してもらえるように、学級通信で教師の

考え方を知ってもらったり、子どもの育成に関して話

ができる機会を作ったりしていきたい。

　また、子ども同士のトラブルや怪我をした時などに

は連絡をきちんと入れるなど、常に保護者の方に情報

が伝わるようにすることが重要であることを学んだ。

また、保護者の方の話に真摯に耳を傾けていくことの

大切さも実感することができた。

　（２）教師間での連携の大切さ

　教師が連携を取るためには、より良い人間関係を教

員同土の間で形成することが大切だと教えていただい

た。サポーター校の先生方は、放課や授業後などの空

いた時間を使って自分の考えやクラスで起こった出来

事などの情報交換や、相談するなどして一人で悩みな

どを抱え込まないようにしてみえた。実習をさせてい

ただく中で、教師間の連携はとても重要だと感じた。

学級の中で、気になることがあったら、一人で抱え込

まずに他の先生方に相談し、協力して解決しようとす

る姿勢をとっていきたいと感じる。

　（３）地域の方との連携の大切さ

　学校は、子どもや保護者の方との関係作りをしてい

くだけではなく、地域の方との関係をより良く作って

いくことが大切であることを学ぶことができた。サポ

ーター校では、地域の方に学校での子ども遠の様子を

一日公開する機会を何度か設けられていた。地域の

方々と共に子ども達をより良く育てていく姿勢が大切

だと感じた。
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